
伊勢湾・三河湾海域利用者航行安全協議会

伊勢湾・三河湾では、ほぼ周年を通じて、貨物船等の主要通航路に
重なるように、船びき網漁業が活発に行われています。

特に、２隻の漁船が対になり網を曳く船びき網漁業は、最大５００ｍ
に及ぶ網を曳き、貨物船等がこの網を引っ掛け漁船が転覆するなど
の事故が発生しています。

操 業 漁 船 に 注 意 ！！

伊勢湾・三河湾における貨物船、タンカー等と船びき網漁船との衝突海難発生状況

《衝突海難の主な原因》
○二艘びき網漁とは知らず漁船群の中に突入
○二艘びき網漁とはわかっていたが

避航距離が短い
○二艘びき網漁の確認不足、

形象物、ボンデン等の発見が遅い
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◇発生場所
伊勢湾北部海域で多発！

◇発生時期（３～11月）
夏季、秋季に多発！

朝方に多発！

①2002.04.25 AM0630 貨物船
②2002.08.04 AM0608 ﾀﾝｶｰ 二艘びき網漁（漁船転覆）
③2002.08.08 AM0725 貨物船
④2004.06.30 PM1637 旅客船 一艘びき網漁 (漁具損壊）
⑤2004.10.15 AM0710 貨物船
⑥2006.10.13 AM0625 貨物船
⑦2006.11.16 AM1005 ﾀﾝｶｰ 二艘びき網漁 (漁具損壊）

⑧2007.03.02 AM0635 貨物船
⑨2007.09.10 AM0710 貨物船
⑩2009.07.07 AM0542 ﾀﾝｶｰ 二艘びき網漁（漁船転覆）

⑪2009.09.09 AM0555 貨物船
⑫2009.10.02 AM0615 貨物船 二艘びき網漁 (漁具損壊）

（1998～2010）

早朝の名古屋港沖を貨物
船が航行中、操業中の漁船
団を認めたため、減速・変
針し、十分避けて航行した
つもりだったが、船びき網
を引っ掛け、網船２隻を転
覆させた。

海難事例 転覆
（１人死亡）

転覆
約５００メートル



伊勢湾シーバース

・

船びき網漁船・漁具との衝突を避けるために

操業中は鼓形形象
物を掲げています。

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません
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漁船群

レーダー画面での漁船群（2008.9.30 0600頃の状況）

◎双眼鏡による厳重な見張り
・漁船の速度、進行方向の確認
・漁船船尾からえい網索が出ているか、船尾方向にボンデンはないか

◎漁船群はまとめて、十分な距離を離して避航

◎漁船群の操業範囲には進入しない

４５０～５００ｍ

45～75m

※このような漁
船群が、度々、
伊勢湾、三河湾
で見られます。

＊ 曳き綱は、海上からは視認できません


